
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙層の両面に熱可塑性樹脂層を積層した加工紙からなり、カール状のフランジ部

イージーピールシーラントを最内層に有 ヒート
シール カップ て、

蓋材が接触する側の熱可塑性樹脂層と紙層との間に
を積層した ことを特徴とす ップ 。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、蓋材をヒートシールして密封す 共に簡単に開封することが可能であって
、飲料等の液体やヨーグルト等の半固体を収納するのに用いられ ップ に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ヨーグルト等を入れる紙カップは、両面をポリエチレン加工した加工紙により形成
されており、内容物を充填した後、その開口部に形成されたカール状のフランジ部に蓋材
をヒートシールして密封している。そして、開封する際には蓋材をフランジ部から剥がす
ようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
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上記構成の紙カップに対して、例えばアルミ箔とポリエチレンとホットメルト剤からなる
蓋材をヒートシールすると、蓋材が紙カップのポリエチレン層と強固に接着するため、し
ばしば開けにくいといった事態が発生する。また、蓋材を剥がした際に紙カップとの接着
面としての熱可塑性樹脂が切れ、紙層が層内破壊を起こした状態で開封してしまい、その
破壊面が露出して外観が良くないという問題点がある。これを避ける目的でヒートシール
温度を下げたり、シール時間を短くしたりすると、逆に封緘強度が不十分になりやすく、
蓋材と紙カップの界面からの内容物の漏れ等が発生しやすくなってしまう。
【０００４】
　本発明は、上記のような問題点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは
、ヒートシールした蓋材を剥がした際に の紙層が破壊せず、しかも封緘強度を損
なわずに易開封性が得られ ップ を提供することにある。
【０００５】
　上記の目的を達成するために、本発明 ップ は、紙層の両面に熱可塑性樹脂層を
積層した加工紙からなり、カール状のフランジ部 イージーピールシ
ーラントを最内層に有 ヒートシール

カップ て、 蓋材が接触する側の熱可
塑性樹脂層と紙層との間に を積層した こと
を特徴とするものである。
【０００６】
　上記熱可塑性樹脂層としては、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリエステル（ＰＥＴ）、エチ
レン－酢酸ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）等が使用される。また、上記

強度 ある 耐熱性のあるフィルム る。
【０００７】
　上述の構成からなる本発明 ップ は、最内層にイージーピールシーラントを有す
る蓋材をヒートシールして密封 る。そして、蓋材を剥がした際には、蓋材の
接触した熱可塑性樹脂層と蓋材の最内層との界面あるいは蓋材の最内層の層内で破壊が行
われる。
【０００８】
【実施例】
以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
【０００９】
　図１において１は外側に向けてカール状に形成されたフランジ部２を有する紙カップで
あって、この紙カップ１を構成する加工紙としては、紙層３の内面側にポリエチレン層４
、 ５、ポリエチレン層６を順に積層するとともに、外面側
には適宜の印刷柄を挟んでポリエチレン層７を積層したものが使用されている。そして

度及び耐熱性のあ 軸延伸ポリエステルフィルム 、ポリエチレン層４，６，７は
押出しラミネート（ＥＣ加工）により積層されている。
【００１０】
また８は蓋材であって、ポリエステル層９の裏面にポリエチレン層１０、イージーピール
シーラント１１を積層して構成されており、この蓋材８は紙カップ１のフランジ部２にヒ
ートシールにより完全に接着されている。
【００１１】
　上記のようにして密封されたカップ容器においては、紙カップ１における最内層のポリ
エチレン層６がそれに接する２軸延伸ポリエステルフィル 強接着した状態になって
おり、フランジ部２は強固になっているので、蓋材８を紙カップ１から剥がすと、図２に
示す如く紙カップ１における最内層のポリエチレン層６と蓋材８におけるイージーピール
シーラント１１の界面あるいはイージーピールシーラント１１の層内で破壊が起こり開封
される。
【００１２】
　なお、上記実施例では外側に向けてカール状に形成されたフランジ部を有する紙カップ
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を例に挙げて説明したが、本発明 紙カップは内側に向けてカール状に形成し
たフランジ部を有するものであってもよい。この場合には、紙カップ１を構成する加工紙
としては、紙層３の外側面にポリエチレン層４、 ５、適宜
の印刷層を挟んだポリエチレン層６を積層するとともに、内面側にはポリエチレン層７を
積層したものが使用される。
【００１３】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明 ップ は、 蓋材
が接触する側の熱可塑性樹脂層と紙層との間に を積層し

たので、最内層にイージーピールシーラントを有する蓋材をヒートシールし
て密封し、この蓋材を剥がして開封した際に、蓋材の接触した熱可塑性樹脂層と蓋材の最
内層との間あるいは蓋材の最内層内で破壊が起こることから、紙カップ側の紙層が破壊す
ることがない。しかも、封緘強度を損なうことがなく、易開封性も得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　蓋材をヒートシールした状態の紙カップを示す一部断面図である。
【図２】　蓋材を剥がした状態の紙カップを示す一部断面図である。
【符号の説明】
　１　紙カップ
　２　フランジ部
　３　紙層
　４　ポリエチレン層
　５　
　６　ポリエチレン層
　７　ポリエチレン層
　８　蓋材
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【 図 ２ 】
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